
 

 
１ 実施状況 
 
対象学校 
 

 
小林市立東方中学校・東方小学校 

 
活動分野 

 
学習支援活動・環境整備・登下校の安全指導・学校行事等 

【学校支援の取組】 
読み聞かせ（通年）、登下校の見守り（通年）、伝統芸能指導【輪太鼓踊り】（５～１月）、河川清
掃支援【ヤマメの稚魚放流活動】（７月）、運動会支援【準備、見守り、救護】（９月）、授業支援
【町たんけん補助、ミシン指導等】（６～１１月）、環境整備支援【プール清掃、樹木伐採、グラン
ド整備】（５～８月）、外部講師授業【合唱指導、ものつくり活動、野外活動体験】（１１月） 

○地域コーディネーター（ ４ ）人  ○ボランティア登録数（ ４７ ）人 

 
２ 特色のある取組の紹介  
 

① 「ふれあい体験参観日での『野外活動』『ものつくり』『絵葉書づくり』」 
 
    
 

○ 活動内容 

・１・２年生～自然を生かした野外活動体験。 

・３・４年生～どんぐりを使ったものつくり体験。 

・５・６年生～大好きな絵と言葉を載せた絵葉書づくり体験 

 ○ 事業を実施して（参加者等の声） 

どんぐりに細かい竹をつけて、絵の具で色をぬりました。あま

り、上手にできなかったけど、先生が「目を大きくするといい

よ。」と教えてくれたので、また目を少しだけぬりました。する

と、きれいになりました。先生にアドバイスをもらって良かったなと思いました。（３年生児童） 

 

② 「輪太鼓踊り」の伝承活動 
 
 
 
○ 活動内容 

 本校では地域に伝わる「輪太鼓踊り」の伝承活動を全校生徒 

で行っています。地域の方々の指導を受けるために、月に一回 

程度、放課後に１時間程度の練習会を設定しています。 

特に陰陽石祭り、こばやし秋祭りの出演前の練習会では、演 

技の仕上げとして地域の方々から直接指導を受け、衣装の着付 

け方法などについても職員や保護者に対して指導をしていただ 

きました。                          【保存会による着付け指導】 
 
○ 事業を実施して（参加者等の声） 

・ 生徒数が少なくなり、祭りの出演と部活動の両立が難しくなってきた。地域の方の協力が「輪 

太鼓踊り」を伝承していく上で不可欠となっています。（教職員） 

・ 地域の方々のおかげで、今年も「輪太鼓踊り」を続けることができて良かった。（生徒） 

 

 

本部名：東方中学校区支援地域本部 
 

      連絡先：小林市教育委員会社会教育課 

      電 話：０９８４－２２－７９１２ 

      ＦＡＸ：０９８４－２３－９７００ 

【ここがイチオシ・本部自慢！】 
・ 外部人材を活用した体験活動や創作活動を通して、児童の感性をより豊かに！ 

【【ここがイチオシ・本部自慢！】 
・ 地域ぐるみで輪太鼓踊りを伝承しています。卒業生代表は保存会理事に！ 

【ものつくり体験の様子】 


